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１．目的 

ストラット付ＰＣ箱桁とは，張出し床版をストラットで支持す

る構造形式で，従来のＰＣ箱桁に比べ下床版が狭く，張出し

床版が広い．上部構造の軽量化が図れるため，近年広幅員

の橋へ適用実績が増加しつつある．しかし，過去に国内で

の適用事例が少なく，その挙動については未解明な部分が

残されている． 

ストラット付ＰＣ箱桁形式の橋を，現行の道路橋示方書に従

って設計する場合，ウェブから離れた張出し床版両端部付

近を曲げに対して有効な断面として取り扱うことが出来ない

1)．一方，同形式ではストラットの効果により，曲げに対して

上床版全体が一様に挙動すると予想される．従って，張出

し床版両端部付近が曲げに対して有効な断面となる可能性

がある．ストラット付ＰＣ箱桁形式が適用された第二東名高速道路内牧高架橋では，張出し床版における主方向プレス

トレスの分布を計測し，プレストレスが張出し床版両端部まで一様に分布することを確認している 2)． 

そこで，引続き鉛直荷重による主方向曲げ応力の分布性状を明らかにするため，実橋での載荷試験を実施した． 

計測対象支間 

 

図－２ 内牧高架橋側面図（上り線） 

 

図－３ 載荷位置および計測断面（側面図） 

３．計測方法 

計測断面を上り線 P17－P18間の２断面とした．断面１を有効断面が大きくなる支間中央付近とし，断面２を有効断 
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図－１ 内牧高架橋主桁断面図 
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面が小さくなる P18支点近傍とした（図－３）．各計測断面では，

ウェブ－ウェブ間２点，ウェブ上１点，張出し床版４点の計７点

で，上床版の軸方向ひずみを計測した（図－４）．計測には，

長さ２ｍの範囲の平均ひずみを測定する光ファイバーによるコ

ンクリートひずみセンサーを使用した．曲げモーメントを発生さ

せる荷重には，重量の明らかな 50t ラフテレーンクレーン 1 台

（37,795kg）を使用し，載荷位置を P16－P19 の各支間に３箇

所，合計９箇所（図－３）とした． 

４．計測結果および考察 

図－５に 18-1 に載荷したときの断面１にお

ける上縁応力度の分布を示す．また，図―６に

は 18-2 に載荷したときの断面２における上縁

応力度の分布を示す．併せて，全断面を有効

として２次元フレーム解析から得られた応力度

を解析値としてそれぞれのグラフに示す． 

ストラットの無い一般的な箱桁と同様に，ウ

ェブ上付近で，計測値が解析値を上回り，張

出し床版端部へ向けて発生応力度が減少す

る傾向があるが，その減少傾向は道路橋示方

書に照らして小さいと言える．断面２に着目し

た場合，道路橋示方書に従った有効断面は，

ウェブ外面から 2.825mの範囲である．つまり，

張出し床版端部には曲げ応力度が殆ど発生

しないと見なしていると言える．これに対して，

張出し床版端部にも解析値の約 60％の曲げ

応力度が発生しており，張出し床版の約 80％

を有効断面と見なすことが出来る． 

また，今回の計測が張出し床版両端に壁高

欄を構築した後に行われたため，張出し床版

端部での発生応力度の減少は壁高欄の影響

である可能性がある． 

５．結論 

以上より，以下の結論が得られる．内牧高

架橋では，ストラット付ＰＣ箱桁の張出し床版における曲げ応力度の分布を確認するために，載荷試験を実施した．計

測の結果，ストラットの無い一般的なＰＣ箱桁と同様に，張出し床版端部へ向けて発生応力度が減少する傾向が見ら

れた．しかしながら，その減少は比較的緩やかであり，設計においては有効断面をより大きく見込むことが出来る可能

性がある． 
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      図－５ 主方向応力分布（断面１，載荷位置 18-1） 
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       図－６ 主方向応力分布（断面２，載荷位置 18-2） 

図－４ 計測位置 
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